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湯沢を応援するふるさと納税についてはこちらまで
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で
す
。
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ん
め
ぇ

冬期ゆざわ就職相談会開催
平成29年2月15日（水） 午前10時～正午

主催：湯沢町商工会・湯沢町　　共催：ハローワーク南魚沼
問合せ先：湯沢町商工会 TEL.025-784-2522

会　場：湯沢町公民館 （湯沢町大字湯沢2822） TEL.025-784-2460
内　容：企業コーナーを設け、個別相談を行います
対象者：冬期間のみ湯沢町で働いている方、その他湯沢町で働きたい方

昨年度策定した「湯沢町総合戦
略」において、「若者が生活の場
として選択するまち」を重点目標
として掲げ、湯沢町への若い世
代の定住及びU・I・Jターンを促
進することとしています。そこ
で、目標達成のための施策のひ
とつとして、町内企業への就職を
身近に考えてもらうために、イン
ターンシップ（就業体験）を実施
することとしました。なお、本事業
は湯沢町、湯沢町商工会、新潟県
南魚沼地域振興局の三者が連携
して計画・実行します。

実施時期 （下記のうち、希望する期間）

①平成29年3月1日（水）～15日（水）
②平成29年3月7日（火）～9日（木）
対　　象
①専門学校生、大学1～3年生 ②高校生1～2年生

支　　援 新潟県U・Iターン学生就職面接等交通費補助金
 ◎県外在住の大学生等が、インターンシップに参加する際の交通費のうち、
 　1/2に相当する額を1万円を上限として受給できる制度を利用可能です。
 　http://www.pref.niigata.lg.jp/roseikoyo/1356841151769.html
申　　込 湯沢町商工会HPよりお申込みください。 http://yuzawa.or.jp/internship/index.html
申込締切 平成29年2月17日（金）
問合せ先 湯沢町商工会 （新潟県南魚沼郡湯沢町大字湯沢2882-8）  TEL.025-784-2522

グリーンシーズンも働いていただけるように、参加企業と個別説明が
受けられる就職相談会を行います。直接会場へお越しください。

本当は湯沢町で
オールシーズン働きたいと
思っていませんか？

ウインター
シーズンの

み

働いている
方

予約不要
参加無料

この冬、湯沢町の企業で
インターンシップに
参加しませんか？

高校生は学校を通じて配布される申込用紙でお願いします

学生の皆さん・学生を持つ親御さんへ なぜ湯沢町で
インターンシップ？
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冨
沢
さ
ん
は
湯
沢
町
出

身
。地
元
の
中
高
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業
後
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内
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大
学
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学
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一

年
間
の
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、Ｗ
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主な内容

法
人
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の

企
画
〜
運
営
で
、「
１
年

目
か
ら
大
き
な
仕
事
を
任

さ
れ
、
お
客
様
と
長
く
お

付
き
合
い
が
出
来
る
こ
と

が
魅
力
」と
話
す
。
地
元
、

湯
沢
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
新

幹
線
通
勤
を
し
た
き
っ
か

け
は
、
就
職
し
て
３
年
が

経
ち
、
慣
れ
て
く
る
と
同

時
に
忙
し
さ
も
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
働
き
方
を

少
し
見
直
し
て
み
よ
う
と

思
っ
た
か
ら
。

　
新
幹
線
通
勤
の
い
い
と

こ
ろ
は
２
つ
の
意
味
で

「
リ
セ
ッ
ト
」
さ
れ
る
こ

と
だ
と
い
う
。「
東
京
で

は
、
ビ
ル
が
立
ち
並
び
、

人
が
行
き
交
い
、
空
の
狭

さ
を
感
じ
る
。
そ
の
都
会

の
忙
し
さ
の
中
で
は
、
仕

事
が
頭
か
ら
な
か
な
か
離

れ
ず
、
疲
れ
る
。
ま
た
そ

れ
が
ス
ト
レ
ス
に
繋
が

る
」
と
い
う
が
湯
沢
町
に

住
み
、
東
京
へ
新
幹
線
で

通
う
と
、
帰
宅
時
に
は
そ

の
忙
し
さ
か
ら
抜
け
出
し

開
け
た
自
然
の
世
界
に
帰

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

が
第
１
の
「
地
理
的
」
リ

セ
ッ
ト
だ
。

　
ま
た
、
東
京
の
生
活
で

は
、
仮
に
残
業
し
て
も
電

車
は
何
本
も
あ
る
し
、
終

電
を
逃
し
て
も
タ
ク
シ
ー

で
帰
れ
る
。
い
つ
で
も
帰

れ
る
と
い
う
こ
と
が
集
中

力
や
時
間
意
識
の
低
下
に

つ
な
が
り
や
す
い
が
、
新

幹
線
通
勤
で
は
就
業
時
間

が
最
長
で
も
終
電
ま
で
と

強
制
的
に
決
ま
る
た
め
、

オ
ン
と
オ
フ
の
切
り
替
え

が
自
然
と
で
き
る
。
こ
れ

が
第
２
の
「
時
間
的
」
リ

セ
ッ
ト
だ
。

　
さ
ら
に
、
往
復
と
も
に

始
発
駅
か
ら
な
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
座
る
こ
と

が
で
き
る
。
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
み
な
が
ら
、
仕
事
や
読

書
に
時
間
を
使
う
こ
と
が

で
き
る
。
冨
沢
さ
ん
曰
く

「
新
幹
線
通
勤
の
時
間
を

使
っ
て
、
資
格
の
勉
強
を

し
よ
う
か
な
。
規
則
的
な

一
定
の
時
間
は
勉
強
す
る

に
は
ぴ
っ
た
り
」
な
ん
だ

と
か
。

　
も
う
一
つ
、
新
幹
線
通

勤
の
生
活
、
つ
ま
り
湯
沢

町
在
住
、
都
心
在
勤
の
生

活
で
気
に
な
る
の
は
コ
ス

ト
の
部
分
で
あ
る
が
、「
会

社
の
通
勤
手
当
と
町
の
補

助
も
あ
り
、
定
期
券
代
の

自
己
負
担
額
が
東
京
の
家

賃
と
変
わ
ら
な
い
し
、
実

家
暮
ら
し
な
の
で
生
活
費

と
し
て
か
か
っ
て
い
た
費

用
が
浮
く
。
ま
た
、
欲
し

い
も
の
が
す
ぐ
見
つ
か

り
、
手
に
入
る
都
会
と
少

し
距
離
を
置
く
こ
と
で

無
駄
な
出
費
が
抑
え
ら

れ
る
」
と
話
す
。

　
「
湯
沢
町
出
身
者
は
湯

沢
が
好
き
な
人
が
多
い
。

い
つ
か
は
帰
っ
て
き
た
い

と
い
う
人
は
結
構
い
る
は

ず
だ
け
ど
仕
事
が
な
い
か

ら
、
帰
っ
て
こ
ら
れ
な
い

の
だ
と
思
う
」「
し
ば
ら

く
こ
の
ま
ま
働
き
、
い
つ

か
は
湯
沢
町
に
関
係
す
る

仕
事
を
し
て
、
地
域
に
貢

献
し
た
い
」
と
冨
沢
さ
ん

は
話
し
た
が
、
町
と
し
て

も
、
新
幹
線
通
勤
の
補
助

が
、
冨
沢
さ
ん
の
よ
う
に

湯
沢
町
出
身
者
に
と
っ
て

地
元
に
戻
る
一
つ
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
思
う
。

都内勤務  湯沢町在住  冨沢友里さん

冨沢さんのとある１日

７：００ 起床
７：３０ 出発
７：４８
越後湯沢駅発
９：５０ 職場着
１０：００ 始業

１９：００
終業

２０：５２
東京駅発

２３：０８ 越後湯沢駅着
０：３０就寝

睡眠

仕事

新幹線

新幹線

湯
沢
出
身 

冨
沢
さ
ん

Ｏ
Ｎ
と
Ｏ
Ｆ
Ｆ
が

リ
セ
ッ
ト
で
き
る

定
期
券
代
が
東
京
で
の
家
賃

地元の仲間とバレーボールチームを
組んでいる冨沢さん
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［お問い合わせ］                                                            新潟県南魚沼郡湯沢町大字神立300  移住相談フリーダイヤル      0120-558-140
（湯沢町役場 総務部 企画政策課内）


